
1 次の各問いに答えよ。

(1) 三角形ABCにおいて辺ABを 2 : 3に内分する点をP，線分PCを 2 : 5に外分

する点をQとおく。ベクトル
−→
AQを，

−→
AB，

−→
ACを用いて表せ。

(2) p, q, rを定数とする。数列 {an}は an+1 = pan + qn + rを満たす。数列 {bn}を

bn = an+1 − anと定めるとき，bn+1を bnを用いて表せ。

(3)
(
1 +

√
3 i

)3

+
(
−1 +

√
3 i

)3

を計算せよ。ただし，iは虚数単位である。

(4) 定積分
∫ 2π

0

x| sin x|dxを求めよ。

(5) 定積分
∫ 0

−1

x4(1 + x5)2019dxを求めよ。

2 座標平面上の放物線 y = x2上に 2つの点 A(α, α2)と B(β, β2)をとる。ただし，

α > 0, β < 0とする。また，原点をOで表す。

(1) 二つのベクトル
−→
OAと

−→
OBのなす角を θとするとき，cos θをα，βを用いて表せ。

(2) 三角形OABの面積 Sを α，βを用いて表せ。

(3) 点A(α, α2)と B(β, β2)が θ =
π

2
を満たしながら動くとき，面積 Sの最小値と

そのときの点AとBの座標を求めよ。

3 0 5 x 5 2πの範囲で関数 f(x) = x + 2 sin xを考える。

(1) 増減，極値を調べて増減表をかけ。

(2) さらに凹凸，変曲点を調べ，y = f(x)のグラフをかけ。

(3) kを定数とする。x (0 5 x 5 2π)についての方程式 x + 2 sin x = kの異なる実

数解の個数を求めよ。



4 整数m，nに関する方程式

m2 − 2mn + 2n2 + 2m − 8n + 9 = 0 · · · · · · (∗)

を考える。

(1) (∗) の左辺をmに関する 2次式とみてmについて平方完成せよ。

(2) (∗) を満たす整数m，nの組 (m, n)をすべて求めよ。

5 11の倍数

· · · · · · , −11, 0, 11, 22, 33, 44, · · · · · ·

に関連して，次の各問いに答えよ。

(1) nを自然数とし，an = 10n − (−1)n とする。すべての nに対して anは 11の倍

数であることを示せ。

(2) N をm桁の自然数とし，各桁を一の位から順に

N(1), N(2), · · · , N(m)

と表す。
m∑

k=1

(−1)k−1N(k) が 11の倍数であるとき，N もまた 11の倍数となる

ことを示せ。

(3) 1個のさいころを 3回連続して投げるとき，1回目に出た目をD1，2回目に出

た目をD2，3回目に出た目をD3とする。一の位がD1，十の位がD2，百の位

がD3である 3桁の自然数が 11の倍数になる確率を求めよ。




